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令和７年度 第３回川崎市地域医療審議会災害時医療体制検討部会 会議録 

 

１ 開催概要 

（１）日 時 令和８年２月１２日（木）午後７時００分から午後８時００分まで 

（２）場 所 本庁舎６階災害対策本部事務局室 
（３）出 席 者 

①委員（川崎市地域医療審議会災害時医療体制検討部会委員）７名 

小泉実意子委員  

（Web 参加）原田俊隆委員、三上翔平委員、坂元昇委員、矢尾淳委員、土屋光正委員、田中拓委員 

②オブザーバー 

川崎市病院協会、川崎市看護協会、川崎市薬剤師会、川崎市助産師会、メディセオ株式会社 

神奈川県健康危機・感染症対策課 

③市関係者及び事務局 

各区役所：川崎区、高津区、麻生区 

（４）事 務 局 

健康福祉局保健医療政策部 砂川部長、林担当部長、小野ＤＭＡＴ担当課長 

災害保健医療対策課 高橋課長、廣井課長補佐、川島課長補佐、今井担当係長、内田主任 

 （５）会議の公開 

    公開（傍聴者０人） 

 

２ 議 題 

（１） 令和７年度 災害時病院連携訓練実施報告 
（２） 令和７年度 保健医療福祉合同災害訓練実施報告 
（３） 令和８年度 各種訓練・研修等の年間スケジュールについて 
（４） その他 
 

３ 議事概要 

（１）開会・挨拶 

 高橋課長より、開会の挨拶及びオンライン参加に係る留意事項について説明があった。続いて、砂川保健

医療政策部長より、「平時からの情報共有と備えの重要性を再認識し、本日の会議では訓練内容を中心に活発

な意見交換をお願いしたい」との挨拶があった。なお、原田部会長の参加について、環境的要因により難し

いため、小泉委員に部会長代理として御対応いただく旨、事務局より提案し、出席委員からの了承を得た。 
 

（２）議事 

ア 令和７年度 災害時病院連携訓練実施報告 

  小野ＤＭＡＴ調整担当課長より、資料に沿って訓練実施の報告があった。概要は以下のとおり。 

 【開催概要】 

・実 施 日：令和７年１２月７日（日）９時３０分～１２時００分 

・実施方法：南部・北部合同によるオンライン（Zoom）研修形式訓練 

・内 容：テーマに基づくディスカッション及び EMIS・MCA 無線を用いた情報伝達訓練 

・参加状況：市内３４病院（うち、３病院は見学） 
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市職員数７名※市職員は、「市保健医療調整本部役」を担当。 

・そ の 他：災害拠点病院所属のＤＭＡＴ隊員 ３４名※各病院にコントローラー派遣 

     東京電力パワーグリッド株式会社 川崎支社 １名 

【訓練想定】 

  ・都心南部直下型地震（M7.3）が発生、川崎市内全域で震度６強を観測。 

・市内各地でライフライン途絶等発生。全市を挙げて復旧活動が行われている状況。 

 

【目標】 

・市保健医療調整本部と病院間の情報伝達や調整について、互いの動きを知る。 

・EMIS 等により情報を適切に伝達・共有・管理し、評価までつなげる。 

 

 訓練の進行については、小野担当課長が進め役として課題を付与するとともに、アンケートシステムを利

用し各医療機関がどのように対応するのかを共有しながら、進行した。 

 実施後アンケートにおいて、概ね「非常に良かった」「良かった」という意見をいただいたが、「どちらと

も言えない」との意見や、実施後における意識変化について「分からない」「変化しない」という意見も有

った。訓練内容について、災害拠点病院、災害協力病院においては理解できる内容であったが、災害時レベ

ル３～４の病院においては難易度が高かったかもしれず、課題に感じた。EMIS について、ログインできな

い医療機関もあったため、システム操作の習熟について継続して周知、助言を行っていく。 

 来年度実施に係る日程や方法については、アンケートを基に設定し、来年度の会議にて報告する。 

 

質疑では、以下の意見・確認がなされた。 

・原田委員より「EMIS について、平常時はどうなっているのか。不慣れな医療機関は、災害時に向けて慣れ

てもらうことが重要なため、訓練においても各医療機関に頑張っていただきたい。」との意見があった。 

⇒小野担当課長より「訓練モードで入力の練習は可能。また、各病院の機能が入力でき、実災害時には被災

状況と機能を比較する支援調整の基礎情報となるため、確実な入力を依頼していく。」と回答。 

・小泉委員より「災害時に慌てないために、平時での訓練が重要。任せきりではなく、各病院の訓練に参加、

確認し、更新をかけていってもらいたい。」との意見があった。 

 
イ 令和７年度 保健医療福祉合同災害訓練実施報告 
小野ＤＭＡＴ調整担当課長より、資料に沿って訓練実施の報告があった。概要は以下のとおり。 

【開催概要】 

① 事前研修 

実 施 日：令和８年１月２７日（火）１０時００分～１２時００分 

内  容：保健医療福祉分野における災害対策の考え方と対応 

参 加 者：保健医療調整本部要員１４名、災害福祉調整本部要員２０名 

 

② 訓練（グループに分かれた演習形式） 

実 施 日：令和８年２月１日 ９時００分～１２時００分 

参 加 者：保健医療調整本部要員１７名、災害福祉調整本部要員１８名 

       （見学）川崎市薬剤師会３名、川崎市看護協会２名 

           神奈川県健康医療局保健医療部健康危機・感染症対策課５名 
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 昨年度の同訓練において、保健医療調整本部と災害福祉調整本部の両本部が双方の活動内容を把握できず、

連携が成り立たなかった反省を活かし、両本部で発災初期の課題と対応を考える研修形式にて実施した。事

前研修においては、CSCATTT を始めとした災害対応の考え方や本部のつくり方等について解説を行った。 

訓練においては、川崎市で起こりえる地震等について解説した上で、多数火災発生や停電等のシミュレー

ションを行い、本部立ち上げの流れや発災初期の医療と福祉について意見を共有した。訓練の効果として、

福祉と医療の双方が互いの動きを見なければいけないという認識を持ち、相互のシステム活用について共有

することができた。訓練参加者からの感想として、災害対応について考えるいい機会になったとの意見があ

り、来年度以降は今年度の反省をまた更に反映させて、実施していく。 

 

質疑では、以下の意見・確認がなされた。 

・小泉委員より「来期から合同で訓練を行うということか」との質問があった。 

⇒小野担当課長より「合同でやることとはなっていないが、災害福祉の担当を作ることで組織改編を進めて

いるので、実現した後に一体化していくことで調整したいと考えている。ただし、福祉側の練度もまだ不十

分であるため、医療と併せて育てていく段階だと捉えている。」と回答。 

 

ウ 令和８年度 各種訓練・研修等の年間スケジュールについて 
高橋災害保健医療対策課長より、資料に沿って訓練計画についての説明があった。 

 

質疑では、以下の意見・確認がなされた。 

・矢尾委員より「病院連携訓練において、２日程予定しているのであれば、レベル１、２の医療機関向けの

動く訓練と、レベル３、４向けの講義形式の訓練に分けて行うでもいいのでは」との意見があった。 

⇒小野担当課長より「日程も各医療機関から御意見を頂戴し、実施方法について検討している。半日使って

の研修と訓練となると、かなり体力も使うが充実した内容になると思うので、いただいたご意見も参考にし、

実施方法を調整していきたい。」と回答。 

 

エ その他 

・矢尾委員より「前回の当会議で Kawasaki-DD を関連団体としてオブザーバー参加させてほしい旨相談した

が、今回特に案内はなかった。Kawasaki-DD はガイドラインにも載っている組織なので、この場に参加させ

てほしいと考えているが、その後どうなっているか確認したい。」との質問があった。 

⇒高橋課長より「オブザーバー参加については問題ない。今回の会議において、御案内が漏れていたことに

ついては申し訳ない。次回は御案内する。」と回答。 

・当部会の委員である坂元医務監が今年度末を以て本市職員を退職し、併せて当部会委員も退任されるため、

坂元委員より、挨拶があった。 

・議事録署名人の設定について、小泉委員より矢尾委員を指名・依頼し、了承を得た。 

 

（３）閉会 

小泉委員より、会議開催にあたり開始時刻が遅れたことについて、次回以降は前日に再案内することで、

確実に参集いただけるよう手配する旨の意見があった。高橋課長より、次回開催及び議事録確認手続きにつ

いて説明があったのち閉会した。 

 

以上、会議を記録し、その内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 

議事録署名人   矢尾 淳   


